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巻頭ごあいさつ 
 

 国有林野事業は、平成２５年度から一般会計により管理運営されることとなり、各種事業は、公

益的機能のより一層の発揮、森林・林業再生への貢献、地域の振興、を目指して取り組むこととし

ました。 

 このため、技術開発については、基礎的な技術の開発に努めること以上に、これまでの試験調査

から実用段階に達した技術を国有林フィールドにおいて実践・実証して、民有林などへ普及するこ

とに重点を置き、国有林以外のどこの森林にでも応用できる技術の開発をすることとしたところで

す。また、局署で試験地を設定し調査等を実施してきたことが多くなっていましたが、研究テーマ

によっては里山や民有林では適切な試験場所や試料が確保できないような場合には、県や大学、試

験研究機関等との共同研究や、国有林フィールドの提供、試料の提供等で連携・協力して進めるこ

ととしました。 

 森林とのふれあい、森林環境教育については、これまで国有林の特徴ある森林を紹介するととも

に、散策等を楽しんでいただいてきたところですが、国有林を使った間伐作業体験や伐倒・集材な

どの林業生産現場を見聞していただく中から、地域全体、あるいは私有林などにおける林業の実態

や、木材生産、森林整備等の抱える課題・問題点などを、子どもたちや市民の皆様に知っていただ

く機会を作っていくことにシフトしたところです。 

 そして、国有林の所在する多くの地域は山村ですので、イベント開催などを通じた交流人口の増

加や、地域の林業関係者との連携による木材関連産業の振興など、人口の減少・高齢化している地

域の活性化の一助となればと取り組みを進めることとしています。 

今回、一般会計化初年度の技術開発・森林とのふれあい・民有林連携などの実施概要をまとめ、

今後も各地域の特徴や課題・要望等を踏まえた取り組みを実行していくこととしていますので、ご

意見・アイディア等もいただければ幸いです。 
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１ 民国連携の取組 
 

①各県民有林部局との事業予定打合せの実施 

森林・林業の再生に向けては、施業の集約化、

路網の整備、高性能林業機械の導入等により効率

的な施業を実施し、木材の安定供給、安定的な事 

業量の確保による事業体の育成等を進めることが 

重要です。中でも民有林と国有林が混在・隣接す

る地域においては、民有林・国有林にまたがる森

林共同施業団地を設定し、路網の連結や木材の共

同販売等の取組を連携して進めることにより、効

率的な施業や安定した販売先の確保等が可能とな

ります。 

このような民有林・国有林連携を推進するため

には、次年度以降の事業の予定段階から、国有林・

民有林で情報共有を行い、双方の事業予定のすり

あわせにより、共同利用が可能な効率的な線形に

よる路網の整備や木材の集積・販売場所等の具体

の計画を策定することが重要です。 

 今年度は管内４県の民有林行政機関との打ち

合わせを行い、その中で長野県林務部と打ち合わ

せを行う中で国有林と連携するメリットとは何か

との意見に対し、メリットペーパーを作成し理解

を得るとともに、国有林の林道等の路網計画、搬

出間伐等の伐採計画及び民有林の経営計画作成箇

所について共通図面を作成し、今後も定期的に情

報交換の場を設けることとしたところです。 

今後とも、局と各県庁並びに各森林管理署（所）

と各県地方事務所等において図面等により情報交

換を行い、共同施業団地の設定、具体の路網開設

や共同販売等の連携について検討を進めるよう取

り組んで行くこととしています。 

 

②准フォレスター連携会議の開催 

准フォレスター研修修了生が一堂に会し、准フォレ

スターとしての活動報告、現地検討会を通じ今後の准

フォレスターとしての活動に生かすことを目的に、各

県・府・市民有林関係者１７名（うち研修修了生１６

名）、中部森林管理局から１９名（うち研修修了生９

名）参加のもと准フォレスター連携会議を平成２５年

１１月６日から７日にかけ岐阜県下呂市、中津川市で

開催しました。 

 
 

 

１日目の全体会議では、准フォレスターとしての活動

報告が各県・府参加者、中部森林管理局参加者から計

１０課題行われ、民・国准フォレスターが連携した森

林共同施業団地設定への取組や、准フォレスターと森

林施業プランナーとの連携事例の発表など、それぞれ

の担当する地域や役割によって具体的な活動内容や活

動する上での問題点等が発表され、発表を聞いた参加

者からは准フォレスターとしての取組を具体的に知る

ことができ、また他県の活動から共通点や相違点がわ

かったなどの感想がありました。 

２日目は現地検討会を行い、岐阜森林管理署管内乗

政国有林の架線集材箇所において、架線集材の概要や、

一般材比率の向上と有利販売のための採材・仕分けに

ついて採材木を見ながらの検討を行い、その後、東濃

森林管理署管内加子母裏木曽国有林の木曽ヒノキ備林

に移動し、昨年執り行われた第６２回神宮式年遷宮御

用材伐採跡地の見学や岐阜県の名木にも指定されてい

るヒノキとサワラの合体木を見学しました。 

 

 
 

連携会議参加者の皆さん 

低コスト林業に向け国有林と連携して事業を実施

しませんか？（一部） 

採材研修の様子（岐阜署管内） 
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参加者からは以前から見たかった木曽ヒノキ備林

が見られて良かった、是非研修の場として使わせてほ

しいといった意見がありました。 

２日間を通じ研修生間の情報交換、技術・知識の共

有の良い機会となり、来年度以降も開催を望む声もあ

ることから現地検討会のメニューなど検討し、准フォ

レスターのフォローアップ、連携の取組を進めて行く

予定です。 

 

 

２ 国民参加の森林づくり 
 

国民参加の森林づくりについては、平成 22 年

1 月にそれまでの各種関係通知等の統一化を図っ

て新たに実施要領が定められました。 
中部森林管理局管内の森林管理署等ではこれに

基づき、各種協定が締結されてきましたが、平成

25 年 3 月末現在で、ふれあいの森 11 件、社会

貢献の森 4 件、木の文化を支える森 5 件、遊々の

森 11 件、多様な活動の森 5 件が締結されていま

す。 

 平成 25 年度にはこれまで新規案件はありませ

んが、昨年度まで木の文化を支える森に準ずる協

定として締結されてきた戸隠竹細工の森が要件を

満たす体制が確立されたことから、正式な木の文

化を支える森としてカウントされることになりま

した。現時点での協定締結先及び検討箇所は以下

の通りです。 

 

長
野
県 

北信署 
戸隠竹細工の森 

道祖神祭りの森 

東信署 諏訪神社（検討中） 

南信署 御柱の森 

南木曽支署 
南木曽伝統工芸の森 

檜皮の森 

富

山

県 

富山署 
五箇山合掌造り資材（茅）

（調整中） 

岐

阜

県 

飛騨署 
一位一刀彫（調整中） 

白川郷合掌造り（茅） 
（調整中） 

東濃署 裏木曽古事の森 

  

 

①茅場（かやば）の協定締結に向けて新たな協

定に向けた動きとしては、世界文化遺産に登録さ

れている白川郷、五箇山の合掌造り集落について、

市町村や企業等と連携し、茅等資材の確保に資す

る協定の締結を模索しています。 

 
 

 

②アファンの森 

 北信署管内の国有林で協定を締結している一

般財団法人「C.W.アファンの森財団」は、黒姫森

づくり協議会において関係機関との意思疎通を図

りつつ、自然への負荷が小さいとされる馬による

間伐材の搬出（馬搬）を実施し、古くて新しい技

術の検証に取り組んでいます。 

 

 

３ 技術開発 
 

 

①平成２５年度技術開発課題 

自らが間伐等の事業発注者であるという国

有林野事業の特性を活かして、先駆的な技術

や手法を事業実行の中に取り入れて試行・検

証し、その成果を民有林に普及・定着するよ 

 

 

 

 

 

 

白川郷合掌造り（飛騨署管内） 

馬搬の様子（北信署管内） 

広葉樹の天然更新を促す施業 
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う新たな課題を設定し取り組んでいます。 

 また、大学等からの要望等を受け、各種調 

査等について、各署等と連携しつつ普及活動

を行っています。 

このうち、技術普及課で取り組んだ「針広

混交林導入試験」では、間伐実施前に調査プ

ロットを設け、間伐後に参入してきた広葉樹

の生育状況等の追跡調査を行い、林内の光環

境を改善することでミズキやアオハダといっ

た有用広葉樹の生長が促進され、また、多種

にわたる落葉低木の新規参入も確認されるな

ど一定の成果が得られたところです。林業の

低コスト化に向け、コンテナ苗の活用、植栽

本数の軽減、下刈りの省力化などを進める一

方で、林地保全や生物多様性の保全等を図る

ため間伐等の施業によって広葉樹の天然更新

を促し、多種多様な樹種で構成される森林づ

くりにつながればと考えています。 

 
 

 

②中部森林技術交流発表会 

１月２９～３０日、管内（富山県、長野県、

岐阜県、愛知県）の国有林、民有林の行政・

教育・研究機関、団体等が日頃から取組んで

いる森林・林業に関する試験研究、技術開発

等の取組を発表し、これらの成果の普及を図

ることを目的として、平成 2５年度中部森林

技術交流発表会を開催しました。今年度は初

めて一般公募も行い民間会社からの研究成果

の発表もあり森林・林業技術の推進と関係者

の交流の場として盛大に開催されました。 

 

＜詳しくはこちら↓↓↓＞ 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/fukyu/14
0203-kekka.html 
http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/press/ko
uhou/pdf/140122-pg.pdf 

 
 

 

これまでの中部森林技術交流発表会の発表

要旨はこちら↓↓↓ 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/gijyutu/s
iryousitu/tyuubuhaltuyou.html 

 

③ニホンジカ捕獲技術の開発と普及 

ニホンジカ生息域の拡大や個体数増加によ

り森林の被害や希少な高山植物の食害、農牧

草地の食害などが深刻化しており、早急な対

策が求められています。 

 長野県下には推定１０万５千頭のシカが生

息しており平成２３年度に策定された第三期

特定鳥獣保護管理計画では個体数を３万５千

百頭まで減らす目標を掲げています。 

 技術普及課では、ニホンジカの捕獲技術の

開発・成果の普及に取り組んでおり、平成２

３年度からは狩猟免許 や狩猟者登録が不要

で、比較的簡単に設置でき一度に複数頭の捕

獲が可能で、生きたままシカを捕獲できるこ

とから食肉として付加価値を高めることがで

きる「囲いワナ」を設置し捕獲実証試験に取

組んでいます。 

 ２５年度は捕獲ゲートの改良や職員手作り

によるデコイ(シカ模型)の作成・設置、新たな

捕獲方法(巾着網)の試みなどを行いました。  

技術交流発表会の様子 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/fukyu/140203-kekka.html
http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/press/kouhou/pdf/140122-pg.pdf
http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/gijyutu/siryousitu/tyuubuhaltuyou.html
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４ 民有林への技術の普及 
 

伐採・造林一環作業システム 

（１）概要 

日本の人工林面積は 1,000 万ｈａに達し、そ

の内の 51%が 10 齢級(46～50 年生)以上で、

多くの人工林が利用適期に達しています。森林資

源が充実する中、「植える⇒育てる⇒収穫する⇒使

う⇒植える」という森林資源の循環利用、持続可

能な森林経営により齢級の平準化を図るとともに、

人工林の若返りにより、森林による CO2 吸収機

能を強化していくことが重要です。中部森林管理 

 

 

 

 

 

 

局では信州大学と連携して、利用適期に達した森 

林について、最先端の高性能林業機械による生産

事業とコンテナ苗の植栽を組み合わせた伐採・造

林一貫作業システムにより、低コスト化のための

調査・研究を実施しました。 

 

（2)実施状況 

６月･･･現地踏査、プロット設定 

８月･･･植生調査 

職員手作りによるデコイ 囲いワナの仕掛け(入口)改良作業 



- 6 - 

９月･･･ビデオ撮影による功程調査（伐採・搬出） 

10 月･･･プロット内植栽木のタグ付け、ビデオ 

撮影による功程調査［植栽器具別、普

通苗（植栽方法別）・コンテナ苗別］ 

11 月･･･マスコミに向けた現地説明会、プロッ

ト内植栽木のタグ付け 

１月･･･中部森林技術交流発表会において中間

報告発表 

 

 

 

 

（3）２５年度中の成果 

◎一般的な造林コストで比較すると地拵の省略

により、20 万円/ha のコストを削減（地拵

～切捨間伐までの育林コスト 160 万円/ha

の約 13%）  

◎伐採と造林を一貫して同じ事業体が同じ現場

で行うことで、仮設費、現場管理費、労務費

などを削減 

◎コンテナ苗の植栽功程は、裸苗と比較して約

1.38 倍効率的、ただし、一度に持ち歩ける

数が裸苗より少なく、価格面では裸苗の約

1.5 倍と高価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

５ 研究機関・教育関係機関との連携 
 

 新たな技術の開発と民有林への普及を目的に

各県試験研究機関と、連携課題を整理し取り組む

こととしました。今年度整理した連携課題（富山

県試験研究機関とは２６年４月以降打ち合わせを

行い取り組んで行く予定です。）は以下のとおりで

す。 

 

 

○長野県林業総合センター 

 

（１）カラマツ種子の豊凶調査 

カラマツの種子は豊凶期間が長く、また、発芽

率も３割程度と低いことから、カラマツの下種更

新施業等の検討においては、種子の豊凶調査等を

拡充する必要があります。このため、国有林野内

で適地を選定調査し、下種更新施業等の試験に係

わる試験地を次年度以降設定する予定です。 

 

  下種更新プロット 

 中信署管内 唐沢国有林(H26 年度予定)  

東信署管内 浅間山国有林(H27 年度予定) 

 
 

 

（2）カラマツの心腐れ調査 

民 有 林 で の 調 査 デ ー タ が 希 薄 な 高 標 高 地

(1,500m 以上)におけるデータを蓄積し全体を取

りまとめるため、国有林野内の間伐実施箇所等で

調査を実施しています。 

 

（３）外構木製構造物の劣化調査 

木材は腐朽により劣化し、構造物の耐用年数が

左右されることから、木製構造物を利用するに当

天然下種更新現地確認（中信署管内）の様子 

コンテナ苗の植栽 

ハーベスタによる伐倒 スイングヤーダによる集材 プロセッサによる造材 フォワーダによる運搬 

フォワーダによる苗木運搬 ハーベスタによる枝条集積 
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たっては、使用する木材の樹種・材質、使用環境

等から木材の耐久性を検討する必要があります。

15年以上経過した標高1,500m以上の外構木造

構造物等について調査をしています。 

 

 
 

 

 
○岐阜県森林研究所・岐阜県立森林文化アカデミー 

 

（１）架線系による事業実行箇所での調査等 

架線系作業システム（タワーヤーダ）、架線集

材（エンドレスタイラー等）による事業実行箇所

での功程等の調査と、職員等を対象とした現地検

討会を開催しました。 

 

（2）ヒノキのコンテナ苗の生育等の調査 

ヒノキのコンテナ苗の植栽を行い、生育調査と

功程調査を実施しています。 

 

 
 

 

 

 

（３）伝統的工芸品の原材料等の安定的供給 

岐阜県の飛騨高山地域における一位一刀彫等の

伝統的工芸品の製作に必要な原材料（イチイ）等

を安定的に供給するための方策を構築。今後は協

定締結の森等へ進めていきます。 

 
 

 

 

（４）学生を対象とした現地研修の実施 

岐阜県立森林文化アカデミーの学生を対象

として、管内国有林の架線集材の事業地や、

森林作業道と高性能林業機械による事業地に

おいて現地研修会を実施しました。 

 

 
 

 

 

 

○愛知県森林・林業技術センター 

 

（１）マスダクロホシタマムシの発生状況調査 

愛知県三河地方の民・国有林でマスダクロホシ

タマムシ被害の発生が確認されており、発生場所

の確認を行う必要があることから国有林内での発

生状況を調査し提供します。 

 

 

（２）「細り表」作成のための高齢級人工林調査 

愛知県版「細り表」（スギ・ヒノキ）を作成す

るためには高齢級林分のデータが不足しているこ

とから愛知所管内の高齢級人工林伐採箇所で調査

の協力を行っています。 

岐阜県森林研究所との協働による 

試験地設定と植栽（岐阜署管内） 

岐阜県県木「イチイ」人工林現地確認（飛騨署管内） 

岐阜県立森林文化アカデミー学生 

エンドレスタイラー式集材現地見学（岐阜署管内） 

床固工の調査（木曽署管内） 
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○信州大学農学部との連携 

「中部森林管理局と信州大学農学部との連

携と協力に関する協定」(H25.5 締結)に基づ

き、伐採と造林の一貫作業システムでの一貫 

作業地と従来型作業地との作業功程・コスト

比較やコンテナ苗と普通苗との植栽工程等の 

 

比較や（北信署管内）、国産材の普及・利用

促進に向け、国産材型枠合板を用いた治山事

業の実証実験（中信署管内）などに連携して

取り組みました。 

 
 

 

 

 

６ 実験林・調査地情報 
 

① 三浦実験林 50 周年に向けて 

三浦実験林は木曽谷最西部に位置し、冷涼

多雨な気候で湿性ポドゾル等のせき悪な土壌

が多く分布しており、さらに昭和３０年代の

台風によってヒノキ天然林に大きな被害をも

たらし、森林の再生が大きな課題であったこ

とから、木曽ヒノキの更新技術の確立を目的

に、昭和４１年（１９６６年）に当時の長野

営林局で設定し、以来、天然更新試験、人工

植栽試験等を行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約４４０ヘクタールにおよぶ広大な面積を

有し、およそ半世紀にわたって調査を継続し

てきていますが、こうした試験地は世界的に

もあまり例がないといわれ、５０年目の節目

にあたる平成２７年（２０１５年）に「三浦

実験林５０年史」として発刊する予定です。 

今年度は、長年、試験調査に携わられた信

州大学等の関係者の方々とともに、編集委員

会を開催し、５０年史の内容等について検討

を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②木曽ヒノキの代替材として期待される 

高齢級人工林ヒノキの解析調査 

 

木曽ヒノキ木曽谷や裏木曽地域から産出さ

れる良材の天然ヒノキ（木曽ヒノキ）は、我が

国を代表する歴史的木造建築物である伊勢神

宮、江戸城、名古屋城などの御用材として伐出

されており、将来にわたり貴重な木造建築物の

修復用材を供給していくことが求められてい

「細り表」作成のためのヒノキ高齢級人工林 

調査（愛知所管内） 

国産材型枠合板を用いた治山事業の実証実験 

土谷川地すべり防止工事（姫川地区民有林直轄）

群状母樹法更新試験地（奥は御岳山） 

50 年誌編集委員会 
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ます。 

また、明治時代（８０年以上）に人工植栽

されたヒノキは、高齢級の人工林ヒノキとし

て『 高 国 (マルコウマルコク)木曽ひのき』

の名称を付け、ブランド化に取り組んでいま

す。木曽ヒノキの代替材となる人工林ヒノキ

の特質を明確にするなど長伐期施業の指標に

するとともに、木曽地方の温帯性針葉樹林の

復元等にも資する基礎資料を得るため、高齢

級人工林ヒノキ及び天然更新によるヒノキの

樹幹解析を信州大学農学部と共同研究してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

③ブナ成長固定試験 

ブナ天然林の生長を継続的かつ長期的に調

査し、成長予測を行い資料収集するため、

ブナ林天然林の多い北信森林管理署管内お

いて、林齢の異なる林分を３箇所選定・固

定調査区を設定し、５年ごとに調査を行い

成長過程を分析しています。 

 

本年度の調査結果と設定当初成長量等を比

較した結果（ブナ生長固定試験 成長量等の推

移参照）、生存率について、ブナ１００％林

分は生存率は８４％でしたが、ブナとカンバ

林分では、それぞれ生存率が６６％、３８％

と他の試験区と比べて減少傾向が進んでいま

す。風雪等の気象害に加えて、優性木が小径

木のブナを被圧したのが原因ではないかと考

えられます。 

 直径・樹高成長率は、過去の推移から現在

の状況をみると、おおむね３試験区とも良好

な成長を示していますが、１５２に林小班の 

樹幹解析の様子 

木島山国有林（北信署管内） 
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H２５年樹高成長率が９７％と設定当初より

低くなっています。おそらく、ブナの新規参

入によるものと、一部の樹木で欠頂が見られ

たことによる影響と思われます。 

 

なお、ブナ林は必ずしも一斉更新をしてい

ないと考えられることから、より正確な林齢

を把握する必要があり、特に１３０ほ林小班

について、森林調査簿の林齢と現実林分に相

違があると判断されることから、林齢調査の

ための樹冠解析が必要と思われます。 

 

 
 

 
 

 

④ブナ豊凶調査情報 

平成２５年度の中部森林管理局管内国有林にお

けるブナの結実状況は、全体割合で昨年度よりも

増加とみられ、特に長野県で結実木の割合が最も

高く、次いで富山県・岐阜県となっています。 

愛知県については、過去５年間わずかな木に結

実又は結実しない状況で推移しています。平成１

７年調査からの結実木の割合の推移をみると平成

1７年度、平成２３年に豊作であったとみられ、

隔年ごとに増減が推移している状況にあると考え

られます。 

 

（１）ブナ林結実調査の概要について 

 調査時期：201３年 10 月上旬から 11 月上旬 

 調査方法：結実木の割合及び状況は目視 

      種子の充実度は目視及び浸漬 

 調査者 ：各森林管理署の森林官等 

 

なお、中部森林管理局管内の平成２５年度調査

箇所位置図及び詳細については同局ホームページ

（ http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/gijyutu/
pdf/h25buna.pdf）において公表しています。 
 

（２）ブナ林結実の全国的な状況等について 

ブナ林結実の全国的な状況は、（独）森林総合 

 

 

研究所において取り組まれており、同研究所のホ

ームページ 

（ http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/tanedas/inde
x.html）において公表されています。 
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７ 森林・林業の普及活動 
 

①近隣小学校への出前授業 

 長野市芹田小学校から出前授業の依頼があ

り、６月２８日に総合学習の親子学習時間を

利用し出前授業を行いました。 

３年生児童の２９名（先生１名、保護者２９

名）を対象に、「自分の住んでいる周りの森

は誰の持ち物かな？」や「みんなは森からど

んなプレゼントをもらっているかな？」等身

近な話題を児童に問いかけながら説明し、簡

単な「森林に関する○×クイズ」を行い、身

近にある森林は国有林でもあることや森や木

は身近なものであり、大切なものであること、

現在の森林の面積や資源量について説明しま

した。 

その後、木工クラフト体験を行い、長野市

内の国有林の除伐木から集めた輪切り材や枝

などを使用して、親子で協力し動物や昆虫な

ど思い思いの作品を作成しました。 

 
 

  
 

 

②夏休み親子ふれあい DAY の取り組み 

 7 月 31 日(水)に、中部森林管理局の庁舎を

一般開放するイベント「夏休み！子どもふれ

あい DAY」が、企画調整課を中心とした局職

員全体の取り組みとして開催されました。 

 

（１）中部森林管理局キャラクター登場！！ 

 イベント成功に向けた取り組みとして、子

どもたちに発信する広報活動の一環で「きこ

り三樹士(さんじゅーし)」の設定・作画を行い、

スギ・ヒノキ・カラマツの樹種の特徴を彼ら

の「個性」として性格に表し、それぞれの愛

称を募集することで「ゆるキャラ」ブームに

少し足を踏み入れつつ、人工林の主要樹種の

PR も行いました。 

 イベント当日までの応募総数は１２１作品

にものぼり、それぞれの木の特徴を表現した

名前が出揃う中、局長を含む選考委員で検討

を重ねて以下のとおり決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 彼らは局のホームページや各種配付資料等

で頻繁に登場しており、国有林の活動 PR に一

役買っています。まだまだ今後の活躍にご期

待ください！ 

 

 

（２）木材有効利用の普及 

～組手什（くでじゅう）～ 

 子どもふれあい DAY へ来場される多くの

親子連れをターゲットに、本棚や間仕切り等

を自分の好みの大きさで、木槌のみで組み立

てられるキット「組手什」の展示及び組み立

て遊び体験を行いました。 

 これは、愛知県の任意団体である「組手什

おかげまわし東海」様から無償での資材提供

を受けて実施しました。組手什は、在来工法

の胴縁（どうぶち）と同じ規格の材に一定の

間隔（９５mm）で切り込みをいれ、板と板と

を自由に組み合わせて作る棚の名称。各家庭

のスペースや使用方法に合わせて自由に自分

愛称：ひーのん 
 

人工林世界では優秀なエリート君。 

香り高くつややかなその姿は三人の中

でも飛び抜けた高級品として活躍中。

誰もが認める三樹士のリーダー！ 

日本林業の復活を願う頑張り屋さん。

愛称：スーギー 
 

色白で軟らかく加工しやすい彼です

が、材価が長期間低迷しているため 

ちょっと控えめで気弱な性格に…。 

「ぼく、～ですぅ。」と弱気でかわいい

口調は小学生の女の子に大人気！ 

愛称：カラマッキー 
 

カラフルなヘアスタイルで三樹士一番

のオシャレ BOY。写真コンテストの

モデルにもなって、その四季折々の美

しさが知れ渡り、本人は大満足。 

樹脂が多く加工は難しいちょっとクセ

のある彼も、この美貌で大人女子の人

気 No.１！ 

○×ゲームの様子 

親子で楽しむクラフト 
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で設計できることから、東日本大震災により

被災された方々の、避難所でのプライベート

スペース確保のためや仮設住宅での間仕切り

や家具として使ってもらおうと、無償で提供

を行ったことが広く知られるきっかけとなり

ました。 

 イベント当日は、小さな子どもたちが大工

さんとなって、木槌で思い思いに独創的な積

み木（組み木）を楽しみました。 

 

 
 

 

（３）長野地域からのサポート 

      ～小山木材（株）様の御協力～ 

 子どもふれあい DAY では「木工クラフトコ

ーナー」を技術普及課が担当しましたが、枝

や端材、木の実類だけでなく、繊細な手作業

により生まれる「鉋屑（かんなくず）」も子

どもたちに触れてもら いたいという想いか

ら、プロによる「鉋がけ実演」を計画し、地

域貢献の実績のある長 野市松代の小山木材

（株）様に直接依頼を行いました。地域の子

ども達の教育につながるからと、柱材の端材

等の提供と共に専門の大工さんの派遣につい

ても快諾いただき、計画を実現することがで

きました。 

 多数の親子連れで混み合う中、大工さんの

熟練した手から生み出される滑らかで美しい

鉋屑は子どもたちに大人気。触って匂いをか

いで大切に持ち帰る姿もありました。 

 

 

③公募型協定締結によるイベント開催 

 年度当初「森林ふれあい推進事業」の通達

改正があったことにより、これまで局署にお

いて主催してきた国民参加のイベント等につ

いては、地方公共団体や NPO 等との共催及び

連携した活動に切り替えて推進していくこと

となりました。中でも、イベントを企画し運

営できる団体を「公募」により決定し、協定

を結ぶことで、局管内の様々な国有林を活用

した取り組みが全国的 にも進められていま

す。中部局ではこれまで公募による取り組み

の実績が無かったことから、まず冬季イベン

トとして初めての公募を実施しました。 

 上田市菅平にある「NPO 法人やまぼうし自

然学校」様よりイベント実施団体としての申

込があり、実現性の高い雪の中での冬の樹木

を観察するイベントが提案され、協定締結へ。  

１月１８日（土）には北佐久郡軽井沢町に

て「冬の軽井沢スノーシュー散策 in 千ヶ滝」

を共催により実施しました。凛とした冬の国

有林内を歩きながら、冬芽や動物たちの足跡

を見て説明を聞くにつれ、参加者の誰もが生

命の力強さを感じられた一日となりました。 

 
 

 

 また２月２日（日）には「パワースポット

冬の戸隠へ～スノーシューハイキング～」も

実施しました。園児や小学生の参加もあり、

雪深い戸隠をゆっくりとスノーシューで進み

ながら、雪の上に落下した種子や動物の糞を

観察し、その違いに子どもたちも興味津々。

野鳥や小動物の巣として機能する枯木にあい

たいくつもの穴を見て 、「鳥のマンション

だ！」と発見を楽しむ声もあがりました。 

 
野鳥のマンション？→ 

組手什の子供用キット（局大会議室にて） 

熟練した技術（局大会議室にて） 

美しい氷瀑の前で（軽井沢千ヶ滝） 
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平成 26 年度の国有林を活用したイベント

の企画・運営を行う団体の公募は、３月１７

日よりスタートし、４月１６日までが応募期

間となっています。 

 富山・長野・岐阜・愛知県の多様な国有林

をフィールドに使って、国民の皆さんに様々

な森林・林業の普及活動や体験活動をさせて

いただける技能と意欲を持った団体を募集中

です！！ 

 

＜詳しくはこちら↓↓↓＞ 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/gijyutu/1
31119-fureai.html 
 

 

 

 

８ 山村地域の振興への寄与 
 

「里山などの身近な国有林散策マップ」を

発行しました！ 

 

誰でも気軽に、広く一般の方々が自然散策

していただくことを目的として、中部森林管

理局管内の都市近郊にある里山や比較的身近

なところにある国有林の見所、史跡、古道な

どお薦めウォーキングスポットをご紹介して

います。 

温泉療養や観光の折、気軽に自然とふれあ

う場の情報を提供します。 

 

＜詳しくはこちら↓↓↓＞ 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/sidou/25
1211.html 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

今回号は課員の各々が担当した業務について、一年間の取り組み概要をまとめたも

のを報告する形と致しました。各自の見方や考え方を活かした機関誌となったことか

ら、文章の構成表現に違いが生じ、誌面として多少読みにくいところがあるかと存じ

ますが、その点ご容赦いただけますと幸いです。なお、項目ごとのイラストは「文責」

として明示しております。 

更に、新たな課題や技術の開発に課員一同が創意工夫して取り組むにあたり、常に

関係する皆様から様々な視点でのご意見・アイデアをお寄せ頂くことで業務が活性化

するものと認識しております。このたびの第 5 号発刊にあたり、忌憚の無いご意見を

お待ちしております。 

 

 

～編集者一同～ 

平成 25 年度技術普及課メンバーより、一年間の取り組みを御紹介しました。 

http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/gijyutu/131119-fureai.html
http://www.rinya.maff.go.jp/chubu/sidou/251211.html

